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【目 的 】

健診は生活習慣を見直す機会であるにもかかわらず、20
～30歳代以下の健診、検査内容の多くは、事業所や個人

などにゆだねられており、不十分であると考える。今

回、血濃データの異常率の変化や肥満度lBMI)との関係

から20～311歳代で健診をする必要性について報告する。

【対 象 】

2002年度～2009年度に当施設の健診で血波検査をした20
～39歳までの男性14199名、女性10,532名の計24,731名(夜

勤者を除く)。

【方 法 I

対象者の血液データを「男女別 5歳 ごと基準範囲」に

あてはめ、基準値以下、基準範囲内、基準値以上にわけ

た。血波データを経年変化、年代変化、BMI(185未 満、

185～%0、 250～299、310以上にわけた)との割合につい

て、それぞれカイ2乗検定を行った。

【結 果 】

経年変化では、30代男性で肝機能異常が減る傾向がみら

れた。年代変化では、20代女性で空腹時血糖異常の割合

が多くみられた。BMIと の関係では、20～30歳代男女で

肝機能異常との関係がみられた。

【考 察 】

経年変化と年代変化から血液データの変化は、年齢によ

るものだけではなく社会的な背景や生活習慣が大きく影

響していると考える。また、BMIと の関係で20～30歳代

男女に肝機能異常がみられたことからも、すでに血液

データに生活習慣の影響がでていると考える。20～30歳

代の健診は、軽度異常の早期発見、早期介入が可能であ

り疾病予防には重要であると考える。


